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研究成果の概要（和文）：タイ、ラオス、ミャンマー、カンボジアの４ヶ国で３年間にわたり、越境児童の調査を行っ
たところ、それぞれ事情は異なるが、主に国境地帯において、国際NGO、国連などの国際機関、ローカルNGOがそれぞれ
の強みや得意分野を生かしながらネットワーク形成を行い、越境児童の教育アクセスを改善していることが明らかにな
った。特に、越境労働者の送り出し側の担当局が越境前に越境者に教育関係の情報を提供しておくことが、移住先での
教育アクセスを得やすくするポイントであることが明らかになった。

研究成果の概要（英文）：Reflecting continuous research conducted in four countries, Thailand, Cambodia, 
Lao PDR, Myanmar and Cambodia, it was found that the international players such as international NGOs, UN 
organizations and local NGOs have engaged in network formation with making full use of their strength and 
advantages, and improve the education access of cross-border children. Especially, the key point of 
obtaining education access for migrant workers in the settled countries is that the officials of the 
sending countries provide migrant workers with education related information before crossing borders for 
the better education access of their children.
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 

タイには 1990 年代後半より、ミャンマー、

ラオス、カンボジアなどから豊富な就労機会

を求めて100万人以上の外国人就労者が流入

している。その子供の数は、全国で数 10 万

人と推定されるが、彼らのタイでの就学率は

２、３割に過ぎない。多くの児童は、不就学

であり、十分な教育支援を受けていないこと

が問題になっていた。 

 

２．研究の目的 

東南アジア地域の外国人児童の問題は、近年

になって国際協力分野で注目されだしたが、

国際支援・協力を切り口とした研究は希少で

ある。そこで本研究では、ミャンマー、ラオ

ス、カンボジアからタイに流入している子ど

もたちへの教育支援課題を多面的に分析し、

学校内外の多様なアクターが作る国際支援

ネットワークの形成要因とその役割を解明

することを目的とした。 

 
３．研究の方法 

各分担者または連携研究者がタイとの国境

（ミャンマー、カンボジア、ラオス）にて調

査を行い、越境労働の形態、子どもたちの教

育アクセス、家庭の労働状況などを調べたう

えで、国際 NGO やローカル NGO が形成する支

援ネットワークについて、当事者にインタビ

ューを実施した。特に、本研究では、教育ア

クセスの問題を、学校外の諸要因（行政、家

族）など複合的な相互関連の枠組みから研究

することとした。 

 

 
４．研究成果 

タイ、ラオス、ミャンマー、カンボジアの４

ヶ国で３年間にわたり、越境児童の調査を行

ったところ、それぞれ事情は異なるが、主に

国境地帯において、国際 NGO、国連などの国

際機関、ローカル NGO がそれぞれの強みや得

意分野を生かしながらネットワーク形成を

行い、越境児童の教育アクセスを改善してい

ることが明らかになった。特に、越境労働者

の送り出し側の担当局が越境前に越境者に

教育関係の情報を提供しておくことが、移住

先での教育アクセスを得やすくするポイン

トであることが明らかになった 
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